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２
０
０
８
年
９
月
、
遠
藤
章
博
士
（
農
学
部
卒
。

特
任
教
授
）が
、
米
国
の「
ラ
ス
カ
ー
賞
」で
、
日

本
人
と
し
て
は
初
の
臨
床
医
学
研
究
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
ス
タ

チ
ン
の
発
見
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
が
、
そ

の
研
究
内
容
に
つ
い
て
は
『
新
薬
ス
タ
チ
ン

の
発
見
』（
２
０
０
６
年
９
月
、
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
１
２
３
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
プ

ロ
ロ
ー
グ
」
に
、

　
こ
の
本
は
、
わ
た
し
が
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

代
謝
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
剤
の
開
発
に

興
味
を
抱
い
た
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
現

在
ま
で
の
四
〇
年
間
に
及
ぶ
ス
タ
チ
ン
発
見

の
経
緯
を
わ
か
り
や
す
く
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
ス
タ
チ
ン
製
剤
の
開
発
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
自
然
か
ら
の
贈
り
も

小
田
和
正
さ
ん
、２
０
０
８
年
度「
芸
術
選
奨
」文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

　
２
０
０
９
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
文
化
庁
「
第

59
回
芸
術
選
奨
」に
お
い
て
、
小
田
和
正
さ
ん（
工

学
部
卒
業
）が
、
大
衆
芸
能
部
門
の
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
、全
国
29
都
市

で
52
回
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
た「K

A
ZU
M
A
SA

TO
U
R
 2008

　
今
日
も
ど
こ
か
で
」
と
、追
加
公
演

と
し
て
実
施
さ
れ
た
東 

京
・
名
古
屋
・
大
阪
で

の
ド
ー
ム
公
演
を
含
め
、
歌
手
・
作
詞
・
作
曲
家

と
し
て
の
存
在
を
強
く
印
象
づ
け
た
こ
と
な
ど
が

理
由
と
さ
れ
て
お
り
、
落
語
の
桂
文
珍
さ
ん
と
並

ぶ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
田
さ
ん
は
、
２
０
０
７
年
８
月
27
日
の
東
北

大
学
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
芸

術
・
文
化
部
門
の「
百
周
年
記
念
文
化
貢
献
賞
」を

受
賞
し
た
卒
業
生
で
す
。
記
念
式
典
前
日
、
片
平

キ
ャ
ン
パ
ス
の
野
外
特
設
会
場
で
開
か
れ
た
東
北

教職員、同窓生の活    躍を自慢しあいませんか。

校友ネットワーク元気をつなぐ、変化をつなぐ

の―

史
上
最
大
の
新
薬

誕
生
』（
メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ビ
ュ

ー
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照

し
て
ほ
し
い
。

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
１
０
０
周
年
記
念
祝
賀
会
（
野
外
パ
ー
テ
ィ
）

に
お
い
て
、
坂
本
サ
ト
ル
さ
ん（
経
済
学
部
卒
業
）

の
ス
テ
ー
ジ
に
飛
び
入
り
出
演
し
た
姿
が
改
め

て
、
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

産
学
官
連
携
へ
。
堀
切
川
一
男
教
授
の
発
明
い
ろ
い
ろ

　
「
実
学
尊
重
」
の
伝
統
は
、
い
ま
、
産
学
官
連

携
に
よ
る
成
果
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
各
種
表
彰
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
堀
切
川
一
男
教
授
（
工
学
部
・
工
学

研
究
科
）
は
、
仙
台
市
地
域
連
携
フ
ェ
ロ
ー
と
し

て
、
軛仙
台
堀
切
川
モ
デ
ル
軣
と
も
呼
ば
れ
る
（
『
産

学
連
携
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
２
０
０
７
・
10
記
載
）
地
域
中
小
企

業
と
連
携
し
た
商
品
開
発
を
推
進
。
科
学
技
術
政

策
担
当
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
米
ぬ
か
を
原
料
と
す

る
「
Ｒ
Ｂ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
」
の
開
発
と
応
用
、
滑

り
に
く
い「
サ
ン
ダ
ル
」の
開
発
、
学
都
仙
台
の
土

産
品
と
も
な
る
「
秀
才
文
具
パ
ッ
ク
」
の
開
発
な

ど
、
話
題
の
製
品
を
次
々
に
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
２
０
０
８
年

に
は
、
坪
内
和
夫
教

授
（
電
気
通
信
研
究

所
）の「
次
世
代
モ
バ

イ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
２
０
０
９
年
４
月
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
米
欧
に
広

が
っ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
に
関
し
て
、

日
本
で
の
水
際
対
策
な
ど
に
関
し
て
感
染
症
研
究

者
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
２
人
の
東

北
大
学
卒
業
生
が
目
立
っ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
国
立
感
染
症
研
究
所
に
所
属
し
な
が
ら
、
世
界

保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
に
携
わ
る
田
代
眞
人
博
士
と
、
東
北
大
学

医
学
系
研
究
科
で
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
疫
学
・
感

染
症
対
策
を
研
究
す
る
押
谷
仁
教
授
で
す
。
い
ず

れ
も
医
学
部
卒
業
で
あ
り
、
田
代
博
士
は
『
史
上

最
強
の
ウ
ィ
ル
ス
12
の
警
告
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
脅
威
』
（
２
０
０
８
年
10
月
監
修
　
文
春
文
庫
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
で
、
田
代
眞
人
博
士
、
押
谷
仁
教
授

『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
企
業
対
策
』
（
２
０
０

９
年
４
月 

日
本
経
済
新
聞
社
）
な
ど
の
著
作
活
動
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

ト
端
末
」
が
文
部
科
学
大
臣
賞
、
高
橋
弘
教
授

（
環
境
科
学
研
究
科
）
の
「
高
含
水
比
泥
土
の
再

資
源
化
技
術
」
が
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

RBセラミックを用いたすべりにくい「サンダル」

秀
才
文
具
パ
ッ
ク（
左
は
９
品
フ
ル
セ
ッ
ト
、右
は
６
品
入
門
編
）

押谷仁教授

堀切川一男教授

笳教職員・卒業生の活躍

遠
藤
章
博
士
（
特
任
教
授
）、
ラ
ス
カ
ー
賞
受
賞

　
創
刊
特
別
号
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
は
、
同
窓
生
・
教
職
員
が
発
表
す
る
著
作
に
注
目
し
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
仙
台
の
書
店
事
情
と
懐
具
合
か
ら
の
制
約
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
最
近
２
〜
３

年
の
間
に
新
書
や
文
庫
な
ど
手
軽
な
形
で
読
む
こ
と
が
で
き
た
作
品
を
中
心
に
並
べ
て
み
ま
し
た
。

教
育
学
研
究
科
・
加
藤
守
通
教
授
訳
の
『
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
著
作
集
』
は
簡
単
に
は
手

に
入
れ
に
く
い
高
価
な
本
で
す
が
、
そ
ん
な
本
も
読
ん
だ
こ
と
を
自
慢
し
た
く
て
並
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、付
け
加
え
た
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
２
０
０
９
年
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
生
誕
２
０
０
年
、『
種
の
起
源
』
刊
行
１
５
０
年
な
の
だ
そ
う
で
す
が
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
が
、

東
北
大
学
校
友
の
出
版
物
の
中
に
関
係
す
る
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
永
野
為
武
博
士
（
理
学
部
卒
、

大
学
院
修
了
、
助
手
を
経
て
１
９
４
１―

７

４
年
東
北
大
学
在
籍
）
訳
の
『
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
著
作
集
』
３
ｂ
巻
、
４

巻
で
す
。
絶
版
な
の
が
残
念
で
す
が
、

北
青
葉
山
分
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
、新
明
正
道
博
士
（
１
９

２
６―

６
１
年
東
北
大
学
在
籍
）
編
著
『
社

会
学
辞
典
』の
復
刻
で
す
。
１
９
４
４

年
に
発
行
さ
れ
、
社
会
学
の
分
野
で

国
内
最
古
、
か
つ
最
も
体
系
的
に
構

成
さ
れ
た
社
会
学
辞
典
と
評
さ
れ

る
も
の
で
す
。
２
０
０
９
年
１
月
、
時

潮
社
か
ら
の
出
版
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

「
私
な
ら
違
う
本
を
推
奨
す
る
な

ぁ
」
「
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
本
が
出

て
い
る
よ
」
と
い
っ
た
情
報
や
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
、

自
慢
し
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


